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研究要旨： 

 健康危機緊急時対応センター（Emergency Operations Center:EOC）における緊急事態の

リスクコミュニケーション（ERC）機能を検討した。組織機能としての ERC とリスコミ担当

者の個人のコンピテンシーの両面について科学的知見を収集したところ、世界保健機関

（WHO）ガイドラインで求められている組織機能としての ERC の全項目や欧州疾病予防管理

センター（ECDC）ガイドラインで求められている個人のコンピテンシー全項目を網羅した

研究や実践は報告されていなかった。一方、国内外の ERC 実践者およびステークホルダー

のアンメットニーズを抽出したところ、前述のガイドライン項目の一部は認識されていた。

これらから、期待される機能と実態との差が明らかになった。さらに、前述のガイドライ

ンでもコミュニティエンゲージメント（CE）が RC と同等に重要な概念と捉えられていたた

め、令和 4 年 5 月から欧米を中心に流行拡大したエムポックスを事例として、RC-CE を実

践しその知見を整理した。 

 

Ａ．研究目的 

 リスクコミュニケーション（RC）は、世

界保健機関（WHO）が定める国際保健規則

(2005)（IHR(2005)）においてコア・キャパ

シティのひとつに掲げられる（齋藤, 2017）。

特に、新型コロナウイルス感染症パンデミ

ックなどの健康危機発生時の RC

（Emergency RC, 以下 ERC）については、

効果的なメッセージや媒体等について知見

が集積されガイドラインも発行されている

（WHO, 2018）。健康危機発生時には、緊急

時対応センター（Emergency Operations 

Center:EOC）が各自治体に設置されるが、

ERC の機能については報告されることは少

ない。ERC の機能を組織単位と、スポーク

スパーソンやそれを支える ERC 担当者のコ

ンピテンシーについて明らかにすることで、

体制づくりだけでなく、役務と責任範囲が

明らかになり、より効率的な ERC を実施す

ることができるだろう。そこで、本研究で

は、①EOC の組織機能としての ERC および

リスコミ担当者のコンピテンシーの抽出、

②海外の ERC 関係者への聞き取り、③ケー

ススタディとしてエムポックスの RCCE活

動を通して知見を整理することとした。 

 

Ｂ．研究方法 

１．EOC の組織機能としての ERC およびリ

スコミ担当者のコンピテンシーの抽出 

「スコーピングレビューのための報告ガ

イドライン（PRISMA-ScR）」（Tricco，2018）

に基づいて、文献レビューを実施した。学

術文献データベースにて検索語（emergency 

preparedness、communication/risk 

communication、staff 

development/capacity 

building/training/education、

competency-based education、master of 

public healthの掛け合わせ）で系統的に

文献検索を行った。検索期間は各データベ
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ースの収蔵開始年から令和4年 12月 8日ま

でとした。組入れ基準は英語、Public 

Health Emergency Operations Centers、RC、

公衆衛生上の危機を扱っているもの、除外

基準は総説や論説のほか、EOC や RC を主題

としないものとした。組織機能については

WHO の JEEツール ver3（WHO, 2022）を、個

人のコンピテンシーについては ECDC のガ

イドライン（ECDC, 2017）を参考に項目の

頻出度合いを整理した。 

   

２．ERC の関係者へのヒアリング調査 

 国内外の ERC 実践者および ERC のステー

クホルダーの一人であるメディアのリスト

を作成し、スノーボール形式で調査対象者

を探索した。ヒアリング項目は、実践者に

はコミュニケーション担当者の EOC におけ

る役務と責任範囲、就業体制、新型コロナ

時の対応にかかる教訓など、メディアには

政府や行政からの情報発信を含む RC 全般

の評価やアンメットニーズとした。 

 

３．ケーススタディ：エムポックス 

 ERC 分野では、近年コミュニティエンゲ

ージメント（Community Engagement:CE）と

呼ばれる概念が対になり、RCCE の考え方や

実践が推奨されている。ケーススタディと

して、令和 4 年 5 月に欧米を中心に感染拡

大したエムポックス（mpox）への RCCE活動

を実施し、考察した。 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究は政策研究であり、人を対象とし

た調査等は実施していないため倫理面での

特段の配慮は必要としない。 

 

Ｃ．研究結果 

１．EOC の組織機能としての ERC およびリ

スコミ担当者のコンピテンシーの抽出 

データベース検索で得られた学術論文

439 編から重複、除外基準を照らして、48

編が抽出された。実務やその経験に基づく

報告論文は 25編、研修（演習・訓練を含む）

に関する論文は 22 編、理論に関する研究論

文は 1 編だった。研修はヨーロッパ、米国、

英国、ドイツ、中国で実施され、主に個人

のコンピテンシーを養成するために行われ

ていたが、特定のハザードではなく、オー

ルハザード型またはテロ防止の対応であっ

た。一方、実務の約半数はアフリカ地域（特

にナイジェリア）からの報告であり、感染

症（エボラ出血熱、ラッサ熱、黄熱など）

流行時に組織として実施されたリスクコミ

ュニケーション活動が多く含まれていた。

これらの研究に記載されたコンピテンシー

や組織機能項目は、ECDC ガイドラインに記

載された項目の 4～11％、JEEツールの 15

～24％に相当した。 

 

２．ERC の関係者へのヒアリング調査 

 CDC の ERC 実践者Ａ氏へのヒアリングは

令和 4 年 6月にオンライン電話会議システ

ムで行われた。EOC のリスコミ担当者に限

らず、EOC 組織内で共有するキャパシティ

として CDC が開発したクライシス・緊急事

態リスクコミュニケーション（CERC）の重

要性を強調した。日本医学ジャーナリスト

協会（7月）および英国 Medical Journalists 

Association（10月）にヒアリングを行っ

たところ、緊急時には特に専門家との密な

コミュニケーションやタイムリーな情報発

信のニーズが高かった。 

 

３．ケーススタディ：エムポックス 

欧米で初期に行われた疫学調査の結果か

ら特定コミュニティの性的ネットワークで

の感染拡大が示唆された。社会的スティグ

マおよび内的スティグマを防ぐため、当該

コミュニティに根差した団体組織

（Community-based organization:CBO）と

のコミュニケーションを開始し、関係者間

の定期的なコミュニケーンの場を設定し、
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ステークホルダーマッピングを行ったり、

当該コミュニティにおけるリスク認知を探

索したり、リスク低減のためのコミュニケ

ーション資材を共同製作・配布するなどの

CE活動を行った（添付資料①1-3）。また、

ステークホルダーの一人である行政（自治

体や保健所など）向けに RCCE ガイダンス

（添付資料②）を提供するなど、多面的に

RCCE を実践した（図 1）。 

 

 

図 1 ガイダンス「リスクコミュニケーシ  

ョンおよびコミュニティエンゲージメント

の実践－サル痘」（添付資料②） 

 

Ｄ．考察 

学術文献の系統的レビューで得られた

EOC の組織機能としての ERC およびリスコ

ミ担当者のコンピテンシー項目数は、WHO

や ECDC のガイダンスで推奨されている項

目の一部に留まったことから、現在求めら

れている ERC のキャパシティは非常に大き

いことが伺える。また、健康危機の対応者

側とメディア側の双方向から、効果的・効

率的な EOC における ERC の在り方について

幅広く意見を収集することができたが、新

型コロナウイルス感染症パンデミックを経

験し、ERCへの期待とニーズはさらに高ま

っている。特に、ダイナミックに変化する

情報環境（特にデジタル環境）に即した情

報発信には、受け手のリスク認知や行動を

把握する情報収集活動と対で実施しなけれ

ばならない。 

エムポックスの感染流行時のERCは RCCE

の概念を基に実践したところ、CBO を含む

関係者間のコミュニケーションが密になり、

今後のさらなる信頼構築に寄与するだろう。

将来の未知なる新興・再興感染症のアウト

ブレイクなど健康危機発生時に特定のコミ

ュニティとのコミュニケーションをタイム

リーに行うためには、築いたこのパートナ

ーシップの継続が望まれる。 

 

Ｅ．結論 

 リスクコミュニケーションに関するキャ

パシティを増加させるためには、適切なシ

ステム（コミュニケーションネットワーク）

だけでなく、高いコンピテンシーをもった

人材の両方が必要である。そのため、組織

機能として求められることと個人のコンピ

テンシーとして求められることの双方を同

時に養成することが望まれる。 
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添付資料 

① -1 患者向け啓発資材 1 セルフケア 

① -2 患者向け啓発資材２ 他の人への感

染を防ぐために 

① -3 患者向け啓発資材 3 あなたが接触者

へ知らせるときに思ったら  

② 保健所向けリスクコミュニケーション

およびコミュニティエンゲージメント

の実践－サル痘 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 
 特になし 
 
２．学会発表 
� 加藤美生, 小林望, 齋藤智也．感染症

リスクコミュニケーションにおける

キャパシティビルディングの検討．第

36回公衆衛生情報研究協議会総会・研

究会．オンライン．2023 年 1 月 27日 
� 加藤美生, 小林望, 齋藤智也．公衆衛

生上の危機に要するリスクコミュニ

ケーション：緊急時対応センターの組

織と人材に関する一考察．日本災害情

報学会第 26回学会．東京，ハイブリ

ッド．2023 年 3 月 21日 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

特になし 
２．実用新案登録 

特になし 
３．その他 

特になし 
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サル痘（MPOX）と診断された方や感染が疑われる方へ
とう

No. １

セルフケア

資料 ①-1
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1 2022.12.06

問い合わせ先
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他の人への感染を防ぐために

No. 2

サル痘（MPOX）と診断された方や感染が疑われる方へ
とう

資料 ①-2



1 2022.12.06

問い合わせ先











•

•

•

•

•

•

あなたが接触者へ知らせるときに困ったら

No. 3

サル痘（MPOX）と診断された方や感染が疑われる方へ
とう

資料 ①-3
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•

•

•

•

あなたへ連絡して

もよいですか。保健所はあなたの体調の確認をし、ワクチンや感染予防策のアドバイスも

伝えてくれると思います。

1 2022.12.06

問い合わせ先
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